
トノサマガエル 
 
成体になるとオスは 7cm、メスは 8cm ほどまで大きくなります。

後ろ脚が長いため、遠くまで跳べます。背中の体色はオスが緑色、

メスが灰白色で、側面近くと中央には明確な線があります。 

平野部の田んぼや池の周辺に生息し、冬になると畦（あぜ）な

どの土の中で冬眠します。 

肉食性で昆虫類やクモ類、幼体のカエルなども食べます。 

繁殖期の 4 月から 6 月頃の夜になると、オスは田んぼなどに集

まり「グルルル、グルルル…」と鳴きます。鳴き声は、メスを誘

うと同時に、なわばりの宣言でもあります。メスが近づくと、オ

スが背中に乗っかり、田んぼや浅い止水で抱接（ほうせつ）しま

す。 

オタマジャクシは、6月下旬から 9月の間に変態し、陸上生活が

可能になります。オスは 2歳、メスは 3歳で繁殖に参加します。 

 

富士市での現状 

松野や天間の田んぼ周辺で確認されました。 

かつて昭和 50 年代は、富士市全域の田んぼなどに生息していました。しかし、大量の農薬の使用や田んぼや池の埋め立て、圃場

整備（ほじょうせいび）などによる生息地の消滅や悪化で激減しています。 

 

トノサマガエルを確認したメッシュ 


